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研究成果の概要（和文）：平成 23 年度末までに 225 科 5,935 種 33,579 点の種子が収集でき、そ

の内の 212 科 4,293 種 18,211 点の種子は-30℃で冷凍保存しているため、大部分が生存してい

ると考えられる。この数値は日本における最大の野生植物種子のシードバンクである。証拠標

本にあたるさく葉標本は 263 科 6,702 種 69,232 点保存できた。 

 種子画像や植物体の画像は全体で 1,427 種完成し、1,167 種の種子画像と 1,159 種の植物体

画像をホームページ http://www.rib.okayama-u.ac.jp/wild/index.sjis.html  に公開した。 

 

研究成果の概要（英文）：As of 31 March 2012, 33,579 seed specimens of 5,935 species within 

225 families were collected and preserved in our laboratory. Among them, frozen 18,211 

accessions of 4,293 species within 212 families at -30℃ are probably considered to be 

living. This seed bank is the largest one for wild plants in Japan.    

In the present mission, we enlarged and entirely revised the previous version of 

"seed-image database of naturalized plants in Japan", and renamed it as "seed-image 

database of Japanese weed species", and opened it on the WEB (URL: 

http://www.rib.okayama-u.ac.jp/wild/index.sjis.html).  
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１．研究開始当初の背景 

(1)研究施設としては大麦・野生植物資源研究セン

ターで行う。種子貯蔵用冷凍庫は８台、種子標本

箱が132 個、植物標本庫が準備できている。設備

としては種子画像を撮影し、デジタル画像として

保存できる実体顕微鏡システムが 2008 年に導入

された。資料としては大きく分けて、種子や果実

そのものの標本とさく葉標本と画像がある。 

 種子や標本類に関しては近藤萬太郎氏が集めた

100 年前からの農林種子、雑草学研究室初代教授

笠原安夫氏が収集した雑草種子など 2008 年 8 月

22日現在で224科5,180種30,174点の種子が収

集され、利用できる形で保存されている。冷凍庫

が使用出来はじめた 1990 年代からは榎本敬が中

心になって種子を収集し、冷凍状態で保存してお

り、大部分の種子は生存している。種子を採種し

た植物を証拠標本としてさく葉標本庫に整理して

保存しているため、同定の信頼度が高い。さく葉

標本数は256科6,236種59,676点である。 

 種子を撮影したスライドは5,723 枚あり、フィ

ルムスキャナーを用いてデジタル画像として取り

込んでいる。果実の写真はデジタルカメラで撮影

し、2,500 枚の画像をハードディスクに保存して

いる。種子画像を同定する際に参考になる植物体

の画像も4,000 枚撮影済みであり、使用可能であ

る。スライドフィルムに撮影して保存している植

物体の写真も約2,000 枚保有しており、必要な物

はフィルムスキャナーで取り込めば使用できる。

当研究室で収集した植物種子は、種子標本として、

植物標本データベースに登録を行い、標本情報は

すべてデータベース上で運用している。最近撮影

したデジタルカメラによる種子画像と併せて

8,000点保有できている。 

(2)共同研究者の山下純は同じ研究室の助教であ

り、分類やプログラミングが得意であり、種子の

形態の記載やプログラミングを担当する。 

(3)研究成果は論文発表でも行うが、データベース

の公開や利用はインターネット上のホームページ

で行うため、誰でもがすぐに利用できることにな

る。英文ページもフレームは出来上がっているの

で、日本語ページが完成すれば、簡単に英語でも

閲覧できる。 

 

２．研究の目的 

日本に自生する種子植物全種の種子と世界の雑

草種子を収集し、生存状態で保存して研究者に提供

することを最終的な目的として研究を続けている。

「雑草種遺伝資源の体系的収集と情報公開」(2002

年に日本雑草学会賞受賞)が代表的な業績である。

移入種や外来種問題にしても、種子を見てその名前

を知ることは現在は非常に困難な状況である。帰化

植物の大部分の種類の種子もすでに当研究所に保

存しており、1990年からは種子を生存状態で保存し

てきている。種子を採種した植物は証拠標本のさく

葉標本として保存しているため、同定の信頼度が高

いのが特徴である。野生植物種子を体系的に収集し

ているのは我々が収集し保存している5,180種（内、

日本産約3,700種）、30,174点が国内最大である。 

雑草や外来植物に重点をおいて日本の野生植物種子画

像データベースを構築し、インターネットに公開するこ

とを第一の目標としている。もっとも重要なことは種

子そのものを保有していることであるが、我々が現

在保有している種子はすぐに利用でき、収集にかか

る莫大な費用と時間を大幅に軽減できる。 

 

３．研究の方法 

収集予定種子一覧表の配布とともにホームペー

ジで公開し、目標を定めるとともに、協力も呼び

かける。種子の収集保存作業は収集、種の同定、

選別、撮影、発芽率の測定、乾燥、計測・撮影、

保存、増殖、配布などの作業より成り立ち、ほと

んどのデータはデータベースに保存される。WEB

公開用の種子画像データベースも構築する。平成

22年度以降は種子画像のインターネットへの公開



を行う。種子収集や保存/配布作業も継続する。当

研究所で行っている種子の収集保存作業を今後

の改良点を含めて図１に表示した。 

 
４．研究成果 

(1)平成 23 年度末までに 225 科 5,935 種

33,579 点の種子が収集でき、その内の 212 科

4,293 種 18,211 点の種子は-30℃で冷凍保存

しているため、大部分が生存していると考え

られる。この数値は日本における最大の野生

植物種子のシードバンクである。証拠標本に

あたるさく葉標本は 263 科 6,702 種 69,232

点保存できた。これらは外部からは閲覧でき

ないデータベースである。 
(2)種子画像や植物体の画像は全体で 1,427

種完成し、1,167 種の種子画像と 1,159 種の

植物体画像をホームページ

http://www.rib.okayama-u.ac.jp/wild/ind

ex.sjis.html  に公開した。昨年までは日本

の雑草と帰化植物を別々のファイルに収め

ていたが、今回はこれを統合し、ホームペー

ジの操作によって帰化植物が抽出できるよ

うになった。帰化植物は種子の形態から種名

を検索できるようになり、和名や学名の入力

によっても、種子画像や植物体画像が見られ

るようになった。科の和名を指定して絞り込

む機能は科の学名ででも行え、英文のホーム

ページから同様なことが行えるようになっ

た。さらに、特定外来植物や要注意外来植物

だけを絞り込む機能も付加した。 

(3)日本の農林種子学を開拓した近藤萬太郎

先生収集の種子も当研究所に保存しており、

それらを整理して,ホームページに公開する

ことも年度内に行えた。広田伸七氏、浅野貞

夫氏、雪印種苗から多量の種子の寄贈を受け

たため、日本の雑草のほぼ全種と帰化植物の

大部分を含むデータベースが完成した。 
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